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第22回 足立の花火大会
夜空のスパーク! ! ～ 新 世紀 への 扉 を 開け ～

日時=8 月24日( 木）
午後7時15分～8時45分

( 打 ち 上 げ 開 始7 時30 分)

※ 荒 天 の 場 合 は25 日 に 順 延

場 所= 荒川河川敷
( 千住新橋～西新井橋間)

「
千
住
の
花
火
」
で
親
し
ま
れ
て
き

た
伝
統
あ
る
花
火
大
会
も

、
昭
和
5
4

年
に

「
足
立
の
花
火
大
会
」
と
し
て

復
活
し

、
今
年
で
2
2回
目
を
迎
え
ま

す

。3

部
構
成
に
よ
る
1
万
発
の
花

火
を
大
い
に
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

第
1
部
　
夢
花
火
開
演

第
2
部
　
光
と
音
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー

第
3
部
　
グ
ラ
ン
ド
フ
ィ
ナ
ー
レ

今
年
の
花
火
の

見
所
は

見
所
は
な
ん
と
言
っ
て
も
第
3
部
。

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
よ
る
ク
ラ
シ
ッ
ク
音

楽
と
花
火
を
競
演
さ
せ
た
足
立
の
花
火

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
。打
ち
上
げ
花
火
の
ほ

か
に
釖
メ
ー
ト
ル
の
大
ナ
イ
ア
ガ
ラ
も

あ
り
、
押
し
寄
せ
る
多
彩
な
花
火
と
1
千

発
以
上
の
ス
タ
ー
マ
イ
ン
で
幕
を
閉

じ
ま
す
。交

通

規

制

な

ど

に

ご

協

力

を

当
日
は
、大
変
な
混
雑
が
予
想
さ
れ

ま
す
。会
場
周
辺
で
は
、午
後
6
時
か

ら
9
時
3
0
分
ご
ろ
ま
で
交
通
規
制
が
行

わ
れ
、車
両
通
行
止
め
と
な
り
ま
す

(
図
1
)
。駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

車
・
自
転
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮
願

い
ま
す
。
な
お
、通
行
禁
止
区
域
内
に

お
住
ま
い
の
ド
ラ
イ
バ
ー
の
方
は
所
轄

の
警
察
署
で
通
行
許
可
書
を
お
受
け
取

り
く
だ
さ
い
。

会
場
内
は
警
察
、
消
防
の
本
部
、救

護
所
を
設
け
て
い
ま
す
。
緊
急
の
場
合

に
は
、ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

図1　交通規制案内( 午後6時～9時30分ごろまで)

車
い
す
を

使
用
の
方
へ

車
い
す
で
の
観
覧
エ
リ
ア
を
荒
川
河

川
敷
左
岸
に
設
け
ま
し
た
(
図
2
)
。

千
住
新
橋
北
詰
付
近
よ
り
河
川
敷
ま

で
、車
い
す
で
も
降
り
ら
れ
ま
す
。た

だ
し
、
送
迎
で
使
わ
れ
る
乗
用
車
等
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、交
通
規
制
の
た
め

用
意
で
き
ま
せ
ん
。

図2　 立入禁止区域・観覧場所等

会
場
付
近
の

皆
さ
ん
へ

花
火
会
場
付
近
の
皆
さ
ん
は
、
危
険

物
施
設
、
特
殊
可
燃
物
貯
蔵
所
等
に
防

炎
シ
ー
ト
を
か
け
る
な
ど
、
安
全
に
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。ま
た
、
花
火

を
美
し
く
見
る
た
め
に
、ネ
オ
ン
サ
イ

ン
の
消
灯
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

今 号 の 主 な 内 容

2
・
3
面
▽
保
健
福
祉
ガ
イ
ド
/
ワ
ン
ポ
イ
ン

ト
健
康
術

4
・
5
面
▽
暑
さ
に
負
け
な
い
体
づ
く
り
/
学

校
ア
ル
バ
ム
/
い
こ
い
の
場
所

6
・
7
面
▽
催
し
物
ガ
イ
ド
/
く
ら
し
の
情
報
/

掲
示
板
/
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

8
面
▽
▽
▽
公
文
書
公
開
・
個
人
情
報
保
護
制

度
実
施
状
況
/
ス
ケ
ッ
チ
あ
だ
ち

区 長 へ の ファク ス

FAX　3880- 5678

「区 民 の 声 」を

お待 ちしてい ます

ス
ト
ッ
プ
!

タ
バ
コ
・
空
き
缶
・

紙
く
ず
な
ど
の
ポ
イ
捨
て

犬
の
ふ
ん
の
放
置

※
歩
き
タ
バ
コ
も
や
め
ま
し
よ
う

問
先
=
地
域
支
援
課

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

見
る
前
に
知
っ
て
、

花
火
を
も
っ
と
楽
し

も
う
!

【
打

ち

上

げ

花

火

の

種

類

】

菊
火の玉がパッと開き、星が中心
から尾を引いて球状に広がる

牡丹
丸く広がる際に尾を引かず、
最初から色の炎を出して開く

千輪
小さな菊が多数、同時に上が
り、百花園などとも呼ばれる

冠

開いた後、パッと消えずに柳のように落ちていく

事
前
の
場
所
取
り
は

や
め
ま
し
ょ
う

荒
川
河
川
敷
に
お
い
て
、
シ
ー
ト
な

ど
を
敷
い
て
の
長
期
の
場
所
取
り
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
河
川
敷
の
芝
生
が
お
お

わ
れ
て
し
ま
う
と
蒸
れ
て
し
ま
い
、
と

て
も
傷
ん
で
し
ま
い
ま
す
。
花
火
大
会

実
施
の
た
め
の
芝
刈
り
作
業
に
も
支
障

が
出
ま
す
の
で
、
事
前
の
場
所
取
り
は

行
わ
な
い
よ
う
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
、
シ
ー
ト
を
止

め
る
た
め
の
石
や
金
具
は
残
さ
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

お 問 い 合 わ せ は

観 光 協 会 事 務 局 へ

( 産 業 振 興 課 内)

3880- 5853( 直通)

観光協会会員募集中!

足 立 区 で　 買 お う　 食 べ よう　 頼 も う
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保
健
福
祉
ガ
イ
ド

児
童
手
当
の
手
続
き
は

お
済
み
で
す
か

出
生
届
を
出
さ
れ
た
方
や
区
外
か
ら

転
入
さ
れ
た
方
な
ど
で
、次
の
要
件
に

該
当
し
、ま
だ
請
求
し
て
い
な
い
方
は

児
童
手
当
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

対
象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、義
務
教

育
就
学
前
(
6
歳
に
な
っ
た
後
の
最
初

の
3
月
ま
で
)
の
児
童
を
養
育
し
て
い

る
方
　
※
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。な

お
、公
務
員
の
方
は
勤
務
先
に
請
求
し

て
く
だ
さ
い
　
手
当
月
額
=
第
1
子
・

第
2
子
は
5
千
円
/
第
3
子
以
降
は
一

万
円
　
※
申
謂
の
翌
月
分
か
ら
支
給
の

対
象
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、9
月
3
0

日
ま
で
に
申
請
を
す
れ
ば
、6
月
分
ま

で
(
7
月
以
降
支
給
対
象
に
な
っ
た
場

合
は
そ
の
月
分
ま
で
)
さ
か
の
ぽ
っ
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
現
在
受
給
中

の
方
が
会
社
を
退
職
す
る
な
ど
で
、
申

請
時
と
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き
は
、

そ
の
っ
ど
手
続
き
が
必
要
で
す

申
込
=
保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
を
除
く
)
/
年

金
手
帳
/
健
康
保
険
証
/
印
鑑
/
1
2
年

度
所
得
証
明
書
(
1
2
年
1
月
1
日
現
在

足
立
区
外
に
住
ん
で
い
た
方
)
　
申
・

問
先
=
児
童
手
当
係
ま
た
は
各
福
祉
事

務
所
(
表
1
)

表1　 福祉事務所一覧

児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

□
児
童
育
成
手
当
(
障
害
手
当
)

対
象
=
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
障
害
が
あ

り
、
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
児
童

を
扶
養
し
て
い
る
方
・
:知
的
障
害
で

「愛
の
手
帳
」1
～
3
度
/
身
体
障
害

で
「身
体
障
害
者
手
帳
」1
・
2
級
/

脳
性
ま
ひ
ま
た
は
進
行
性
筋
萎
縮
症
　

※
所
得
制
限
あ
り
。児
童
が
施
設
入
所

し
て
い
る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
　

手
当
月
額
=
1
万
5
千
沺
円

□
特
別
児
童
扶
養
手
当
制
度

対
象
=
2
0
歳
未
満
で
心
身
に
重
度
お
よ

び
中
度
の
障
害
(
身
体
障
害
者
手
帳
1

～
3
級
程
度
ま
た
は
愛
の
手
帳
1
～
3

度
程
度
。3
度
～
4
度
は
診
断
書
が
必

贇
で
す
)
を
も
つ
児
童
を
扶
養
し
て
い

る
方
　
※
次
に
該
当
す
る
場
合
に
は
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
・
:
所
得
が
限
度
額
以
上

あ
る
/
児
童
が
施
設
に
入
所
し
て
い

る
/
児
童
か
障
害
を
理
由
と
す
る
公
的

年
金
の
受
給
資
格
者
で
あ
る
　
手
当
月

額
=
重
度
5
万
1
千
5
5
0
円
/
中
度
3
万

4
千
3
円

―
―
い
ず
れ
も
―
―

状
況
に
よ
り
申
請
に
必
要
な
も
の
が

異
な
り
ま
す
の
で
、お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
申
・
問
先
=
児
童
手
当
係

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
8
月
1
1
日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

乳
幼
児
医
療
費
助
成
制
度

1
0月
か
ら
4
歳
以
上

所
得
制
限
の
対
象
年
次
が

変
わ
り
ま
す

4
歳
以
上
6
歳
の
就
学
前
(
3
月
3
1

日
)
ま
で
の
乳
幼
児
を
養
育
し
て
い
て
、

前
年
所
得
制
限
超
過
し
た
方
へ
、
1
0月

か
ら
1
1年
(
1
月
～
1
2月
)
の
所
得
で

の
判
定
に
変
わ
り
ま
す
。

所
得
制
限
の
限
度
額
未
満
で
あ
れ
ば
、

乳
幼
児
に
か
か
る
保
険
診
療
に
よ
る
医

療
費
の
自
己
負
担
分
を
助
成
し
ま
す

(
入
院
時
の
食
事
療
養
費
は
除
く
)
の

で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
受
け

付
け
は
、
9
月
1
日
倒
か
ら
開
始
し
ま

す
。
　
※
4
歳
未
満
は
、
保
護
者
の
所

得
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
な
お
、
9
月

ま
で
は
、
1
0
年
(
1
月
～
1
2
月
)
の
所

得
と
所
得
限
度
額
で
判
定
し
ま
す
　
対

象
=
区
内
に
住
所
が
あ
り
、
国
保
や
社

会
保
険
等
の
医
療
保
険
の
加
入
者
(
生

活
保
護
受
給
者
・
里
子
・
施
設
入
所
者

の
乳
幼
児
は
除
く
)

□
所
得
制
限
に
つ
い
て

▽
所
得
制
限
の
限
度
額
…
所
得
税
法
に

規
定
す
る
控
除
対
象
配
偶
者
お
よ
び
扶

養
親
族
等
の
入
数
に
よ
り
、限
度
額
が

決
ま
り
ま
す
(
表
2
)
。

▽
所
得
判
定
の
方
法
・
:
乳
幼
児
が
い
る

世
帯
の
主
た
る
生
計
維
持
者
(
父
ま
た

は
母
、父
母
が
い
な
い
場
合
は
餐
育
者
)

の
1
1年
所
得
か
ら
表
3
の
各
種
控
除
を

差
し
引
い
た
所
得
が
所
得
制
限
の
限
度

額
未
満
で
あ
れ
ば
、
助
成
が
受
け
ら
れ

ま
す
。

※
所
得
と
は
給
与
所
得
者
に
っ
い
て
は
、

給
与
所
得
控
除
後
の
金
額
で
、そ
の
他

の
所
得
者
に
つ
い
て
は
、収
入
か
ら
必

要
経
費
を
控
除
し
た
金
額
を
い
い
ま
す

申
・
問
先
=
児
童
医
療
係

表2　 所得制限の限度額表3　 控除額一覧

イ
ー
ス
ト
ウ
ェ
ー
ブ
「
ふ
れ
あ
い
デ
ー
」

施
設
見
学
を
か
ね
て
、
通
所
者
と
楽

し
く
交
流
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
フ
ラ
ダ

ン
ス
や
盆
踊
り
、
ゲ
ー
ム
、
喫
茶
コ
ー

ナ
ー
等
を
用
意
し
て
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。
　
日
時
=
8
月
2
4
日
陶
、
午

前
1
0
時
～
正
午
、
午
後
1
時
～
2
時
3
0

分
　
場
・
問
先
=
東
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
　
　
(
5
6
8
2
)
5
3
7
0

定例払月です
心身障害者福祉手当
(区制度)

難病患者福祉手当

高齢者福祉手当

8
月
2
5
日
ご
ろ
に
次
の
手
当
の
4
月
～

7
月
分
を
振
り
込
み
ま
す
。

□
心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)
、

難
病
患
者
福
祉
手
当

表
4
、表
5
に
該
当
す
る
方
で
申
請

を
し
て
い
な
い
方
は
、手
続
き
を
し
て

く
だ
さ
い
。　
申
・
問
先
=
障
害
給
付

係
ま
た
は
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

□
高
齢
者
福
祉
手
当

金
額
は
表
6
の
と
お
り
で
す
。こ
の

手
当
は
、1
2
年
3
月
3
1
日
現
在
、3
ヵ

月
以
上
の
ね
た
き
り
で
介
護
の
必
要
が

あ
る
方
の
手
当
で
す
。な
お
、申
請
受

け
付
け
は
、6
月
3
0
日
で
終
了
し
ま
し

た
。　
問
先
=
在
宅
支
援
係
ま
た
は
各

福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表4　 心身障害者福祉手当

表5　 難病患者福祉手当

表6　 高齢者福祉手当額
8
月
下
旬
に
(
障
)
医
療
証
を

お
送
り
し
ま
す

(
障
)
医
療
証
が
、9
月
1
日
で
切
り
替

わ
り
ま
す
。現
在
、(
障
)
医
療
助
成
制
度

を
受
け
て
い
る
方
で
、9
月
1
日
以
降

も
該
当
す
る
方
に
は
、8
月
下
旬
に
新

し
い
医
療
証
を
郵
送
し
ま
す
。1
1年
中

の
所
得
が
改
正
後
の
基
準
(
表
7
)
を

超
え
た
方
に
は
、消
滅
通
知
を
送
付
し

ま
す
。9
月
上
旬
に
な
っ
て
も
「届
か

な
い
」な
ど
不
明
な
点
が
あ
る
と
き
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。　
問
先
=

障
害
給
付
係

表7　( 障) 医療証所得基準表

※ 税の所得額の計算と多少異なります

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習

(
2
級
1
3
0時
間
コ
ー
ス
)

対
象
=
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
と
し
て
働
く

意
志
が
あ
る
方
お
よ
び
既
に
働
い
て
い

る
方
で
、
講
習
全
日
を
と
お
し
て
受
講

で
き
る
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
　
申
込
=

往
復
(
ガ
キ
に
郵
便
番
号
、住
所
、

氏
名
、職
業
、電
話
番
号
、生
年
月
日
、
「

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
受
講
希

望
」と
明
記
(
結
果
は
全
員
に
通
知
)

※
3
団
体
の
う
ち
の
1
つ
の
み
応
募
し

て
く
だ
さ
い
。複
数
応
募
は
無
効
　
場

・
申
先
=
表
8
　
※
日
程
は
変
更
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
　
問
先
=
高
齢
計

画
課
計
画
推
進
係

表8　 ホームヘルパー養成講座日程等

※ いずれも時間は午前9時～午後5時。申込期限は8月21日必着
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介
護
保
険
制
度
説
明
会
を

行
い
ま
す

4
月
か
ら
介
護
保
険
制
度
に
よ
る
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
開
始
さ
れ
、
1
0

月
か
ら
は
、
6
5
歳
以
上
の
方
か
ら
の
保

険
科
の
納
付
も
始
ま
り
ま
す
。
既
に
介

鏝
保
険
料
額
の
決
定
通
知
書
を
送
付
し

ま
し
た
。
介
護
保
険
制
度
全
般
に
対
す

る
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
説

明
会
を
行
い
ま
す
。
開
催
日
時
等
は
、

住
区
セ
ン
タ
ー
等
に
掲
示
し
ま
す
。
　

日
程
=
8
月
～
9
月
　
場
所
=
各
住
区

セ
ン
タ
ー
等
　
内
容
=
介
護
保
険
の
申

請
方
法
や
受
け
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
、保

険
料
額
な
ど
　
問
先
=
介
護
保
険
係

7
0歳
以
上
の
方
へ

(
老
)
老
人
保
健
法

医
療
制
度

こ
の
医
療
制
度
は
、
高
齢
者
の
方
が

医
療
機
関
に
か
か
る
と
き
の
費
用
の
負

担
を
軽
く
し
、
安
心
し
て
医
療
が
受
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

7
0
歳
以
上
の
方
(
一
定
の
障
害
の
あ

る
方
は
6
5歳
以
上
)
で
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
各
種
社
会
保
険
に
加
入
し
て
い

る
こ
と
が
必
要
で
、所
得
の
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
。な
お
、退
職
国
保
の
方
が

こ
の
手
続
き
を
さ
れ
ま
す
と
一
般
国
保

に
変
更
に
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。　
問
先
=
高
齢
医
療
係

シ
ル
バ
ー
パ
ス
の
交
付
方
法
が

変
わ
り
ま
す

す
べ
て
の
方
が
有
料
に
な
り
ま
す

シ
ル
バ
ー
パ
ス
は
、区
内
在
住
の
7
0

歳
以
上
の
方
に
交
付
す
る
定
期
券
で
、

都
バ
ス
・
都
電
・
都
営
地
下
鉄
と
都
内

の
民
営
バ
ス
に
乗
車
で
き
ま
す
。　
対

象
=
昭
和
5
年
9
月
3
0
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
(
高
齢
者
福
祉
手
当
受
給
者
お

よ
び
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
入
所
者
を

除
く
)
　
交
付
方
法
=
8
月
3
0
日
ご
ろ

に
該
当
通
知
を
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
。

9
月
4
日
～
2
9
日
の
平
日
午
前
1
0
時
か

ら
午
後
4
時
ま
で
、表
9
の
会
場
で
交

付
費
用
と
引
き
換
え
に
パ
ス
を
お
渡
し

し
ま
す
。　
※
会
場
に
よ
り
日
程
が
限

ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、確
認
の
う
え
ご

来
場
く
だ
さ
い
　
費
用
=
▽
1
2
年
度
区

民
税
が
非
課
税
の
方
…
千
円
　
▽
課
税

の
方
は
1
1年
度
の
交
付
状
況
等
に
よ
り
、

5
千
円
と
2
万
5
1
0
円
に
分
か
れ
ま
す
。

該
当
通
知
に
記
入
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、

お
つ
り
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

持
参
す
る
も
の
=
区
か
ら
郵
送
さ
れ
る

該
当
通
知
/
申
込
書
/
医
療
受
給
者
証

ま
た
は
介
護
保
険
被
保
険
者
証
/
交
付

費
用
/
現
在
使
用
し
て
い
る
パ
ス
(
あ

る
方
の
み
)
/
印
鑑
　
※
昭
和
5
年
1
0

月
1
日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
の
パ
ス
の

交
付
方
法
に
つ
い
て
は
、
後
日
、
「
あ

だ
ち
広
報
」
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
　
問

先
=
在
宅
支
援
係

表9　シルバーパス臨時交付会場一覧

※ いずれも交付時間は午前10時～午後4時。車での来場は
ご遠慮ください
※ ◎ 印のある会場は土足禁止です。はきものを入れる袋を
持参してください
※ 生涯学習館と老人会館はエレベーターがありません

ワンポイント 健康術

【骨盤と背骨をよく動かしましょう】

骨盤は適度な角度で傾いているときはいいのですが、前に傾きすぎて
も、後ろに傾きすぎても悪い姿勢をつくってしまいます。悪い姿幼が慢
性化してしまうと、腰痛や肩こり、その他からだ全休に悪彫響を及ぼし
ます。
骨盤と背骨をよく動かして正常な位置に保つことで、正しい姿勢をつ
くり、腰痛や肩こりになりにくいからだになっていきます。
A. 骨盤傾斜運動( ペルビック・ティルト)
この運動は、腰痛体操の基本であるばか

りではなく、分娩・産後体操、スポーツの
コンディショニングとしても欠かせない種
目です。
①両ひざを立てて、あおむけになります。
息を吸いながゆっくりと背中を反らせて
いきます。このとき、腰から背中にかけ
て力を入れます( 骨盤前傾)。

②息をはきながら腰を床に押しつけます。
このとき、おしりとおなかに力を入れま
す( 骨盤後傾) 。　10回× 2 セット
B. 両手両ひざをついての骨盤回旋エクサ

サイズ( キヤツト・アーチ)
①床に両手両ひざをつきます。あごを引き、
大きく息を吐きながらおなかをへこます
ように背中を丸めていきます。

②リラックスしてゆっくりと元の姿勢に戻
します。　10回× 2セット

<体育振興担当課　3859- 3422　協力: 生涯学習扱興公社>

医
療
費
助
成
制
度
が

変
わ
り
ま
す

東
京
都
で
は
、
各
種
の
医
療
費
助
成

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
社
会
経
済

状
況
の
変
化
や
負
担
の
公
平
な
ど
を
理

由
に
、
次
の
と
お
り
助
成
制
度
を
改
正

し
ま
す
。
今
後
、
窓
口
で
手
続
き
が
必

要
と
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

▽
入
院
時
の
食
事
療
養
費
が
自
己
負
担

と
な
る
制
度
お
よ
び
文
書
料
助
成
が
廃

止
と
な
る
制
度
・・・
大
気
汚
染
に
係
る
健

康
障
害
者
に
対
す
る
医
療
費
助
成
/

被

爆
者
二
世
医
療
費
助
成
/

小
児
精
神
障

害
者
医
療
費
助
成
/

小
児
慢
性
疾
患
医

療
費
助
成
/

特
殊
医
療
費
公
費
負
担
(

人
工
透
析
を
必
要
と
す
る
腎
不
全
)

▽
医
療
費
の
5
%
が
自
己
負
担
と
な
る

制
度
・
:
結
核
一
般
患
者
に
対
す
る
医
療
費

公
費
負
担
(
社
会
保
険
利
用
者
の
み
)

/
精
神
障
害
者
通
院
医
療
費
公
費
負
担
(

社
会
保
険
お
よ
び
老
入
保
健
法
に
よ

る
医
療
利
用
者
の
み
)

※
住
民
税
非
課
税
者
に
は
、
引
き
続
き
5
%

分
を
都
で
助
成
す
る
制
度
が
あ
り

ま
す
の
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い

申
・
問
先
=
表
1
0
・
表
1
1

表10　医療費助成制度問い合わせ先一覧

表11　保健総合センター一覧

精
神
保
健
指
導
員
の
募
集

採
用
予
定
=
8
月
　
対
象
=
大
学
で
福

祉
ま
た
は
心
理
課
程
を
卒
業
し
精
神
保

攸
福
祉
に
理
解
の
あ
る
方
　
勤
務
内
容
=

精
神
障
害
者
社
会
復
帰
事
業
、
相
談

業
務
な
ど
　
勤
務
条
件
=
週
3
0
時
間
勤

務
、
報
酬
等
は
足
立
区
非
常
勤
職
員
規

則
に
よ
る
　
定
員
=
1
人
　
申
・
問
先
=

東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

夏
休
み
親
子
体
験
教
室

「
親
子
で
守
ろ
う
!
永
久
歯
」

乳
歯
か
ら
永
久
歯
へ
上
手
に
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
で
き
る
よ
う
に
、
様
々
な
体
験

を
と
お
し
て
歯
の
健
康
づ
く
り
を
応
援

し
ま
す
。
日
時
=
8
月
2
4
日
團
、
午

後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
　
対
象
=
小

学
1
、
2
年
生
の
親
子
　
定
員
=
2
0
組

(
先
肴
順
)
　
内
容
=
口
の
中
の
細
菌
を

見
る
/
噛
む
カ
ム
体
験
ほ
か
　
費
用
=

無
料
　
申
=
電
話
　
場
・
申
・
問
先
=

千
住
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

高
脂
血
症
予
防
教
室
(
2日
制
)

「
い
つ
ま
で
も
、

い
い
血
管
で
い
る
た
め
に
」

日
時
=
9
月
4
日
囲
・
1
3
日
團
、い
ず

れ
も
午
後
1
時
3
0
分
～
3
時
3
0
分
　
対

象
=
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
が

気
に
な
る
区
民
の
方
　
内
容
=
高
脂
血

症
と
は
/
あ
な
た
の
食
事
大
丈
夫
?
/

手
軽
に
で
き
る
運
動
/
歯
周
病
予
防
の

ポ
イ
ン
ト
　
定
員
=
3
0
入
(
先
着
順
)
　
費

用
=
無
料
　
申
込
=
電
話
　
場
・
申

・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

痴
ほ
う
の

最
新
治
療
と
検
査

日
時
=
8
月
3
0
日
Ⅲ
、午
後
1
時
3
0
分

～
3
時
3
0
分
　
対
象
=
痴
ほ
う
で
悩
ん

で
い
る
家
族
お
よ
び
関
心
の
あ
る
方
　

講
師
=
西
鳥
久
雄
氏
(
大
内
病
院
医
師
)
　

定
員
=
3
0
人
(
先
着
順
)
　
費
用
=
無

料
　
申
込
=
電
話
　
場
・
申
・
問
先
=

江
北
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
8
9
6
)
4
0
0
4

1
歳
児
子
育
て
ク
ラ
ス

日
時
=
8
月
3
0
日
團
、午
前
1
0
時
3
0
分

～
正
午
　
場
所
=
東
和
セ
ン
タ
ー
　
対

象
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー
管
内
在

住
の
1
歳
半
～
2
歳
児
を
も
っ
親
子
　

内
容
=
プ
ロ
が
教
え
る
子
育
て
の
コ
ツ

(
ほ
め
方
、し
か
り
方
、遊
び
方
)
　
講

師
=
=
藤
谷
幸
江
氏
(
綾
瀬
福
祉
園
園
長
)
　
定
員

=
3
0
組
(
先
着
順
)
　
※
6
月

に
参
加
さ
れ
た
方
は
ご
遠
庫
ぐ
だ

さ
い
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=
電
話
　

申
・
問
先
=
東
和
保
健
総
合
セ
ン
タ
ー

(
3
6
0
6
)
4
1
7
1

ぜ
ん
息
を
治
療
中
の

小
学
生
の
皆
さ
ん
へ

□
小
学
生
の
ぜ
ん
息
講
演
会
「ぜ
ん
息

は
楽
し
く
治
し
て
い
こ
う
」

日
時
=
8
月
2
5
日
吻
、午
後
2
時
～
4

時
　
場
所
=
梅
田
セ
ン
タ
ー
　
対
象
=

区
民
で
ぜ
ん
息
の
小
学
生
と
親
　
内
容
=

専
門
医
に
よ
る
話
と
ビ
デ
オ
上
映
　

講
師
=
小
田
嶋
安
平
氏
(
昭
和
大
学
病

院
医
師
)
　
定
員
=
3
0
組
(
先
着
順
)

□
ぜ
ん
息
児
水
泳
教
窒
(
後
期
)
～
小

学
生
コ
ー
ス
～

期
間
=
9
月
2
7
日
～
1
1
月
1
日
の
毎
週

水
曜
日
(
全
6
回
)
、午
後
3
時
～
5

時
3
0
分
　
場
所
=
す
い
す
い
ら
ん
ど
綾

瀬
　
対
象
=
区
民
で
ぜ
ん
息
を
治
療
中

の
小
学
生
　
※
前
期
参
加
者
を
除
く
　

定
員
=
4
5
入
(
先
着
順
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
=
無
料
　
申
込
=
電
話
　
申
・
問

先
=
公
害
保
健
係

早
め
の
退
治
が
肝
心
で
す

緑
の
大
敵
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ

ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
幼
虫
(
毛

虫
)
は
、お
よ
そ
6
月
と
8
月
の
年
2

回
発
生
し
ま
す
。大
量
発
生
を
防
ぐ
に

は
、小
さ
な
幼
虫
の
う
ち
に
早
ぐ
発
見

し
て
、巣
の
っ
い
た
枝
を
切
り
落
と
し

踏
み
っ
ぷ
す
な
ど
巣
ご
と
処
分
し
ま
す
。

高
さ
が
5
m
以
上
あ
っ
た
り
、所
有
者

が
不
明
の
樹
木
な
ど
駆
除
が
難
し
い
場

合
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　
問
先
=
▽
一

般
家
庭
の
樹
木
・
:衛
生
管
理
課

※
街
路
樹
や
公
園
の
樹
木
に
っ
い
て
は
、

左
記
へ
ご
連
絳
ぐ
だ
さ
い

▽
街
路
樹
・
・
・
東
部
工
事
事
務
所

(
3
6
0
2
)
8
8
3
1

ま
た
は
西
部
工
事
事
務
所

(
3
8
5
5
)
1
1
6
1

▽
公
園
…
水
と
緑
の
公
社

(
3
8
3
8
)
8
1
2
6

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

【
臨
時
特
集
】

人
権
施
策
推
進
の
た
め
の
指
針

<骨
子
>
①

「人
権
教
育
の
た
め
の
国
連
1
0
年
」

に
閧
す
る
国
内
行
動
計
画
に
基
づ
き
、

同
和
問
題
を
含
む
さ
ま
ざ
ま
な
入
権
問

題
に
対
応
す
る
た
め
、東
京
都
が
「入

権
施
策
推
進
の
た
め
の
指
針
<
骨
子
>
」

を
公
表
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
あ
ら
ま

し
を
紹
介
し
ま
す
。

□
人
権
施
策
の
基
本
理
念

「
人
間
の
存
在
と
尊
厳
を
守
る
都
市
」

東
京
に
お
け
る
入
権
問
題
は
、多
様

化
、複
雑
化
す
る
と
と
も
に
、新
た
な

課
題
が
生
じ
て
い
ま
す
。ま
た
、人
権

尊
重
の
考
え
方
が
定
着
し
つ
っ
あ
る
一

方
、
権
利
だ
け
を
主
張
す
る
風
潮
も
生

み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
や
今
後
の
社
会
を
展
望
す
る

と
、
東
京
が
魅
力
あ
る
都
市
で
あ
る
た

め
に
は
、
個
入
を
い
か
す
人
権
尊
重
の

公
理
を
基
礎
と
し
た
都
市
づ
く
り
が
重

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
こ
れ
ま
で

の
施
策
の
成
果
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
入

権
の
基
本
的
原
理
で
あ
る
入
間
の
存
在

と
尊
厳
を
守
る
こ
と
を
基
軸
に
、
新
た

な
仕
組
み
に
よ
る
施
策
を
展
開
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

「
人
権
施
策
の
基
本
理
念
」

人
間
の
存
在
や
尊
厳
が
脅
か
さ
れ
る

こ
と
な
く
、自
ら
を
律
す
る
自
立
し
た

個
入
が
、権
利
行
使
に
伴
う
責
任
を
自

覚
し
、
共
存
と
共
感
で
相
互
に
支
え
合

い
、
都
民
が
世
界
に
誇
れ
る
都
市
を
つ

く
る
こ
と
を
基
本
理
念
と
し
ま
す
。

※
骨
子
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
東
京

都
総
務
局
人
権
部
へ

(
5
3
8
8
)
2
5
9
2

《
総
務
課
同
和
対
策
》
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夏本番! 暑さに負けない体づくり
夏といえば海、プール、キャンプなど楽しいレジャーシーズンで
す。しかし、なんといっても夏は暑い! 　暑いからといって運動しな
かったり、暑さによって食欲が落ちたりして体調を崩していません
か。せっかくの楽しい季節も体調を崩してしまっては楽しめません。
そこで、暑い夏を元気に乗り切るために、食生活と体力づくりの
面から見た暑さに負けない体づくりを紹介します。こ れを参考にし
て夏を楽しく過ごしましょう。

食

生

活

編

夏
バ
テ
知
ら
ず
の

体
を
つ
く
る
食
生
活
の

知
恵

●
冷
た
い
も
の
や
水
分
の
と
り
す
ぎ
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

夏
バ
テ
を
起
こ
す
大
き
な
要
因
は
食

欲
不
振
で
す
。

温
度
と
湿
度
が
高
く
な
る
と
、胃
酸

の
分
泌
が
低
下
し
、食
欲
が
な
く
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。こ
ん
な
と
き
に
、水

分
や
冷
た
い
も
の
を
と
り
過
ぎ
る
と
胃

酸
を
薄
め
て
し
ま
い
ま
す
。せ
っ
か
く

と
っ
た
食
事
か
う
ま
く
消
化
さ
れ
ず
、

十
分
に
吸
収
で
き
な
く
な
り
、体
力
か

落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。

●
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
を
め
ざ
し
た
食
事
を

し
ま
し
ょ
う

朝
食
は
食
べ
な
い
、昼
食
は
野
菜
な

ど
の
具
が
少
な
い
め
ん
類
だ
け
、お
菓

子
と
清
涼
飲
料
水
を
食
事
代
わ
り
に
し

て
い
ま
せ
ん
か
?
　
食
事
の
量
や
回
数

か
減
る
と
、1
日
に
必
要
な
栄
養
素
か

不
足
し
が
ち
で
す
。特
に
、ミ
ネ
ラ
ル

(
カ
ル
シ
ウ
ム
、鉄
な
ど
)
や
ビ
タ
ミ

ン
類
(
特
に
ビ
タ
ミ
ン
B
1
、B
2
)
が

不
足
し
が
ち
で
す
。こ
れ
ら
か
不
足
す

る
と
「だ
る
い
」
「疲
れ
や
す
い
」な

ど
の
症
状
が
で
て
き
ま
す
。ま
た
、暑

さ
な
ど
か

ら
く
る
ス
ト
レ

ス
の
予
防

に

、
ビ
タ
ミ
ン
C

も
た
っ
ぷ
り
と
る
こ

と
か
大
切
で
す

。
こ
れ
ら
は

、
そ

れ
ぞ

れ
単
独
で

も
大
切
な
働

き
を
し
ま
す

が

、
い
ろ
い
ろ
な
栄
妥
素
が
助
け
合
っ

て

、さ
ら
に
効
果
が
大
き
く
な
り
ま
す

。

夏
は
特
に
、肉
・
魚
、乳
製
品
、人

豆
・
大
豆
製
品
、野
菜
、海
藻
類
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
食
品
を
バ
ラ
ン

ス
よ
く
食

べ
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う

。

心
地
良
い

汗
を
か
き
ま
し
ょ
う

汗
を
か
く
量
は
人
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ

ま
で
す
。多
量
の
汗
を
か
く
と
、ミ
ネ

ラ
ル
も
一
緒
に
体
の
外
に
排
せ
つ
さ

れ
、食
欲
減
辺
や
だ
る
さ
を
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、適
度
な
運
動
で
い
い
汗
を
か

く
こ
と
は
新
陳
代
謝
を
活
発
に
し
、気

分
も
そ
う
快
に
な
り
ま
す
。そ
の
う
え
、

適
度
な
疲

れ
は
心
地
良

い
睡
眠

を
詔

き

、
疲
れ
が
と
れ
ま
す

。

夏バテチェック!
○ が多いほど「夏バテぎみ」です。
チェックしてみましょう

参考: 「栄養と科理」6月号

食生活に関するお問い合わせは各保健総
合センターヘ

中央本町　　　3880- 5351
竹の塚　　　　3855- 4151
江北　　　　3896- 4004
千住　　　　3888- 4277
東和　　　　3606- 4171

体
力
づ
く
り
編

薄
着
に
な
る
こ
の
季
節
、
「が
ん
ば

っ
て
シ
ェ
イ
プ
ア
ッ
プ
し
た
い
わ
」と

い
う
女
性
や
「厚
い
胸
板
に
し
た
い
」

と
い
う
男
性
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
体
(
ス
タ

イ
ル
)
づ
く
り
に
励
も
う
と
い
う
方
が

多
い
時
期
で
す

。

し
力
し
こ
の
時
期
の
運
動
は
「夏

バ
テ
を
す
る
、い
つ
も
と
同
じ
運
動
を

し
て
も
能
力
が
低
下
し
て
し
ま
う
」と

い
う
方
も
多
い
は
ず
。そ
こ
で
、夏
対

策
と
し
て
水
分

補
給
と
体
力
づ
く
り
の

基
本

「
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
の
方
法
を
紹

介
し
ま
す

。

水
分
補
給
は

お
早
め
に

運
動
を
す
る
と
気
温

、
湿
度

、
運
動

強
度
に
よ
っ
て
発

汗
し
ま
す

。
発
汗
が

始
ま
る
と
筋
細
胞
の
ま
わ
り
に
あ
る
体

教
の
木
分
か
汗
と

な
っ
て
出
ま
す

。
そ

の
た
め
に
体
液
の

塩
分
か

濃
縮
さ
れ

、

最
終
的
に
は

、
血
液
の
水
分
が
出
て
筋

細
胞
の
塩
分
を
薄
め

、
血
液
ま
で
か
濃

縮
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す

。

▽
血
液
は
濃
縮
さ

れ
る
と
流
れ
に
く
く

な
り
心
臓
に
負
担
を
か
け
る

↑

▽
脳
は
、発
汗
を
止
め
る
よ
う
指
令
を

出
し

、
血
液
の
濃
縮
を
防
ご
う
と
す
る

↑

▽
発
汗

作
用
が
鈍
く
な
る
と
体
温
の
罷

散
が
で
き
な
く
な
り

、
熱
中
征
・
熱
射

病
な
ど
の

症
状
か
生
じ
る

●
水
分
の
取
り
方

目
安
は
1
時
間
に
5
0
0
m
l
で
、7
～
8

分
に
1
回
の
創
合
で
7
5
m
l
ず
つ
飲
ん
で

い
き
ま
す
(
ゴ
ヨ
ク
ゴ
ク
つ
と
2
口
飲
ん

だ
程
度
)
。ま
た
、朝
の
運
動
で
は
最

初
に
コ
ッ
ブ
一
杯
(
2
0
0
m
l
)
ほ
ど
心
水

を
飲
ん
で

か
ら
行
い
ま
し
ょ
う

。

☆
注
意
☆

▽
水
分
を
取
っ
て
も
失
っ
た
発
汗
量
を

す
ぐ

に
埋
め
合
わ
す
こ
と
は
で
き
な
い

▽
飲
み
物
が
冷
た
す
ぎ
る
と
胃
を
収
縮

さ
せ
、腸
へ
の
流
れ
を
悪
く
さ
せ
て
し
ま
う

▽
運
動
後
は
、失
っ
た
塩
分
・
ナ
ト
リ

ウ
ム
・
カ
リ
ウ
ム
を
摂
取
す
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
で

基
礎
体
力
を

つ
け
ま
し
ょ
う

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
時
間
帯

▽
朝
…
起
き
た
ば
か
り
は
脳
の
働
き
が

鈍
く
な
っ
て
お
り
、心
臓
へ
の
負
担
か

大
き
い
た
め
、し
っ
か
り
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
(
準
備
体
操
)
を
し
ま
し
ょ
う

▽
夜
…
夜
は
疲
労
感
か
増
え
、
く
た
び

れ
や
す
い
の
で
、
ゆ
っ
く
り
と
し
た
速

度
か
ら
始
め
、
様
子
を
見
な
が
ら
速
度

に
変
化
を
つ
け
ま
し
ょ
う

●
服
装

通
気
性
か
良
く
、
太
陽
の
光
を
反
射

す
る
白
っ
ぽ
い
も
の
を
着
ま
し
ょ
う
。

熱
中
征
な
ど
の
予
防
の
た
め
に
帽
了
を

か
ぶ
り
、
水
分
袖
給
の
た
め
、
飲
料
水

の
入
っ
た
ボ
ト
ル
を
持
ち
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ウ
エ
ス
ト
ポ
ー
チ
や
リ
ユ
フ
ク

な
ど
を
携
帯
し
、
両
手
は
常
に
あ
け
て

お
き
ま
し

ょ
う
。

●
コ
ー
ス
選
び

▽
な
る
べ
く
信
号
の
な
い
道
を
選
ぶ

▽
人
通
り
の
多
い
道
は
避
け
る

▽
歩
道
の
あ
る
道
を
選
ぶ

▽
行
き
と
帰
り
の
コ
ー
ス
を
変
え
変
化

を
つ
け

る

●
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
の
基
本
姿
勢

▽
腕
は
自
然
に
伸
ば
し
て
大
き
く
握

り
、人
ま
た
で
ま
う
す
ぐ
歩
く
。リ
ズ

ム
に
乗
つ
て
き
た
ら
、俳
く
息
が
は
ず

む
程
度
の
速
さ
で
歩
く

▽
左
足
を
腰
か
ら
出
す
感
じ
で
前
へ
。

か
か
と
か
ら
着
地
し

、
体
重
を
徐
々
に

移

動
し
て
い
く

▽
右
足
を
腰
か
ら
出
す
感
じ
で
前
へ
。

ひ
ざ
を
伸
ば
し
て
か
か
と
か
ら
着
地

▽
後
ろ
足
で
地
面
を
強
く
蹴
り
歩
幅
を

広

げ
る

※
始
め
は
体
を
ほ
ぐ
し
、調
子
を
見
な

が
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
歩
く
(
い
き
な

り
早
歩
き
し
な
い
)

●
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
豆
知
識

▽
日
本
人
の
歩
く
辿
さ
…
平
均
時
速
4

～
4
.
5
㎞
(
分
速
6
0
～
8
0
m
)

▽
運
動
と
し
て
歩
く
速
さ
…
平
均
時
速

6
キ

ロ
ぐ
ら
い
を
日
安
に
歩
く

▽
「1
日
1
万
歩
」歩
く
に
は
?

「1
分
間
の
歩
散
=
平
均
1
2
0
歩
」

普
通
の
止
活
で
の
1
日
の
歩
数
は
約

3
千
歩
。1
万
歩
へ
の
残
り
7
千
歩
に

費
や

す
時
間
を
平
均
歩
数
か
ら
計
算
す

る
と

、

7
0
0
0
歩
÷
1
2
0
歩
/
分
=
5
8
・
3
3
…

1
日
1
万
歩
歩
く
に
は
、普
通
の
生

活
で
歩
く
ほ
か
に
約
1
時
間
歩
く
よ
う

に
す
る
と
い
い
で
す
ね

。

休力づくりに関する
お問い合わせは
体育振興担当課
3859- 3422

生涯学習振興公社健康推進事業

部 5686- 2503

夏を元気にすごすためのメニュー

暑さに負けず、暑気を
吹き飛ばすような栄養を含んだ

素材を上手に使ったメニ ューを紹 介し ます。

【豆
腐
と
ひ
じ
き
の
サ
ラ
ダ
】

(
食
生
活
コ
ン
ダ
ク
タ
ー
　
調
理
体
験

教
室
よ
り
)

材
料
(

一
人
分
)

木
綿
豆
腐
1
0
0
g
、ひ
じ
き
(
乾
物
)
2
g
、

き
ゅ
う
り
1
/
4
本
、プ
チ
ト
マ

ト
2
佃
、a
(
ご
ま
油
・
酢
・
し
ょ
う

ゆ
各
小
さ
じ
1
、塩
・
こ
し
ょ
う
各

少
々
)

作
り
方

①
豆
廊
は
キ
ヴ
チ
ン
ベ
ー
パ
ー
に
包
ん

で
ラ
ッ
プ
を
か
け
ず
に
電
子
レ
ン
ジ
で

1
分
加
熱
し
、一
口
大
に
切
る

②
た
っ

ぷ
り
心
水
に
っ
け

て
戻
し
た
(
1
5

分
ぐ
ら
い
)

ひ
じ
き
は

、
さ
っ
と

熱
湯
で
ゆ
で
て
水
気
を
切
る

③
豆
腐
と
ひ
じ
き
、薄
切
り
に
し
た
き

ゅ
う
り
、一
口
人
に
叨
っ
た
ト
マ
ト
を

a
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
あ
え
る

【
う
な
ぎ
ず
し

】

材
料
(
一
人
分
)

米
8
0
g
(
1
/
2
カ
ッ
プ
)
、う
な
ぎ

の
か
ば
焼
き
1
/
4
尾
、か
ぱ
焼
き
の

タ
レ
大
さ
じ
1
/
3
、三
つ
葉
(
細
か

く
刻
む
)
適
阯
、自
ご
ま
(
い
っ
た
も

の
)
適
量
、い
り
卵
適
量
、酢
大
さ
じ
2
/
3

作
り
方

①
か
ば
焼
き
の
タ
レ
を
入
れ
、
い
つ
も

の
水
加
減
で
米
を
炊
く

②
米
が
炊
け
た
ら
、2
～
3
c
m
幅
に
切

っ
た
か
ぱ
焼
き
を
炊
飯
器
に
入
れ

、
約
1
0

分
蒸
ら
す

③
ボ
ウ
ル
に
ご
飯
を
あ
け
、酢
・
三
つ
葉

・
ご
ま
を
混
ぜ
、器
に
盛
り
つ
け
て

い
り
卵
を
散
ら
す

【
わ
か
め
と
ハ
ム
の
ソ
テ
ー

】

材
科
(
一
人
分
)

わ
か
め
(
瓜
し
た
も
の
)
5
0
g
、(
ム

1
枚
、枝
豆
2
0
g
、に
ん
じ
ん
1
0
g
、

植
物
油
小
さ
じ
1
、し
ょ
う
ゆ
小
さ
じ
1
/
2

作
り
方

①
わ
か
め
は
戻
し
て
水
を
切
り
、一
口
大

に
切
る

②
(
ム
、に
ん
じ
ん
は
せ
ん
切
り
に
す

る
。枝
豆
は
ゆ
で
て
、さ
や
か
ら
出
す

③
フ
ラ
イ
パ
ン
で
油
を
熟
し
、に
ん
じ

ん
を
炒
め
、(
ム
・
わ
か
め
を
加
え
、

し
ょ
う
ゆ
で
昧
を
付
け
、枝
豆
を
混
ぜ

る

梅
島
駅
周
辺
　
放
置
自
転
車
禁
止
区
域

区
内
各
駅
周
辺
お
お
む
ね
3
0
0
m
以
内

を
自
柾
車
の
放
置
禁
止
区
域
に
指
定
し

て
い
ま
す
。自
転
車
は
経
済
的
で
便
利

な
乖
り
物
で
す
か
、置
き
方
に
よ
っ
て

は
街
の
公
害
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。透

勤
・
通
予
、買
い
物
な
ど
で
駅
周
辺
を

利
川
す
る
方
は
、で
き
る
だ
け
歩
く
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。ま
た
、自
転
車

を
利
用
す
る
と
き
は
必
ず
自
転
車
置
場

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。禁
止
区
域
内

の
放
置
自
転
車
は
、撤
去
し
て
自
転
車

移
送
所
に
保
管
し
て
い
ま
す
。引
き
取

る
際
に
撤
去
科
と
し
て
2
千
円
を
納
め

て
い
た

だ
き
ま
す

。
ま
た
撤
去
後
2

ヵ

月
を
過
ぎ
る

と
処
分
し
ま

す
の
で
、ご

注
意
く
だ
さ

い
。最

近
、盗

難
自
転
車
の

乗
り
捨
て
が

増
え
て
い
ま

す
。自
転
車

に
は
必
ず
防

犯
登
録
を
し

て
住
所
と
名

加
を
記
人

し
、
か
ぎ
は

二
重
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

□
梅
島
駅
の
放
置
自
転
車
撤
去
先

加
平
移
送
所
(
加
平
2
-
1
7
―
6
先
)

引
き
取
り
時
間
=
午
前
9
時
～
午
後
6

時
(
日
曜
・
祝
日
を
除
ぐ
)
　
引
き
取

る
際
に
必
要
な
も
の
=
自
転
車
の
か

ぎ
、住
所
確
認
で
き
る
も
の
(
免
許

証
・
保
険
証
な
ど
)
、2
千
円
(
撤
去

料
)

□
民
営
自
転
車
駐
車
場

梅
島
第
一
駐
車
場
(
梅
田
8
-
1
4
)

梅
島
第
二
駐
車
場
(
梅
田
7
-
2
9
)

(
3
8
8
0
)
3
2
4
1

問
先
=
自
転
車
係

■ 自転車放置禁止区域

7
0歳
以
上
の
方
へ

生
き
が
い
奨
励
金
を
支
給
し
ま
す

高
齢
者
の
皆
さ
ん
の
学
習
活
動
や
社

会
参
加
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
、
「生

き
が
い
奨
励
金
」を
支
給
し
て
い
ま
す
。

支
給
予
定
日
=
1
1
月
1
日
　
対
象
=
8

月
1
日
現
在
、区
内
在
住
で
7
0
歳
以
上

の
方
(
1
3
年
3
月
3
1
日
現
在
)
　
金

額
=
▽
7
0
歳
=
7
4
歳
…
5
千
円
　
▽
7
5

歳
以
上
…
7
千
円
　
申
込
=
支
給
巾
出
書

(
8
月
下
旬
に
用
紙
を
郵
送
)
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
返
送
(
今
年
新

た
に
対
象
に
な
っ
た
方
の
み
)
　
申
・

問
先
=
生
涯
学
習
課
調
整
係

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
(
代
)

足
立
区
職
員
募
集

栄
養
士
お
よ
び
看
護
婦
(
士
)

試
験
日
=
9
月
2
4
日
皿
　
採
用
予
定

日
=
1
3
年
4
月
1
月
以
降
　
資
格
等
=

表
1
　
申
込
番
配
布
=
人
事
係
窓
口
、

ま
た
は
郵
送
請
求
(
送
付
先
住
所
お
よ

び
希
望
職
種
を
叫
記
し
、2
0
0
円
分
心
切

予
を
は
っ
た
、角
2
サ
イ
ズ
の
封
筒
を

職
員
課
人
事
係
あ
て
に
送
付
)
　
申

込
=
持
参
ま
た
は
郵
送
(
簡
易
跨
留
に

限
る
)
　
期
限
=
▽
持
参
…
8
月
7
日
～

9
月
4
日
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
(
土
・

日
曜
日
を
除
く
)
　
▽
郵
送
・
・
・

9
月
4
日
消
印
布
効
　
申
・
問
先
=
人
事

係
　
〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央
本
町
1

-
1
7
-
1

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

表1　職種および受験資格等

学

校
ア
ル

バ
厶

興本小学校
扇3- 22- 1

【
地
域
の
学
校
を
創
ろ
う
!
!
】

本
校
は
、
そ
の
周
囲
に
縁
が
多
い
扇
、

興
野
の
地
に
あ
り
ま
す
。
田
や
畑
も
あ

り
、
春
に
な
る
と
チ
ョ
ウ
が
舞
い
、
オ

タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
泳
ぎ
ま
す
。
そ
の
よ

う
な
恵
ま
れ
た
自
然
の
中
で
、
子
ど
も

た
ち
の
元
気
な
あ
い
さ
つ
が
朝
の
校
庭

に
響
き
ま
す
。

本
校
で
は
、
総
合
的
な
学
習
の
時
閥

も
含
め
て

、
子
ど
も
た
ち
に
「
共
に
生

き
る
」
こ
と
の
大
切
さ
を
教
育
し
て
い

ま
す
。

人
は
一
人
で
は
生
き
ら
れ
ま
せ
ん
。

多
く
の
人
々
の
お
か
げ
で
毎
日
の
生
活

が
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
教
職

員
は
、
そ
の
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
体

験
を
と
お
し
て
学
ば
せ
て
い
ま
す
。
そ

こ
か
ら
学
校
・
家

庭
・
地
域
の
ぬ
く
も

り
と
伝
統
を
大
切

に
す
る
心
と
、
し
な

や
か
さ
を
も
っ
た
「
生
き
る
力
」
を
育

て
ま
す
。

本
校
が
心
の
故
郷
と
し
て
観
し
ま
れ

愛
さ
れ
る
よ
う
、
私
た
ち
は
努
力
し
て

い
ま
す
。

□
角
田
勝
彦
校
長
か
ら

我
が
ま
ち
は
、
地
域
の
教
育
力
が
あ

る
ま
ち
。
子
ど
も
の
こ
と
を
考
え
、
惜

し
み
な
く
人
人
の
力
が
山
て
く
る
ま

ち
。
小
・
巾
合
同
周
年
行
事
を
考
え
ら

れ
る
ま
ち
で
す
。
そ
こ
に
住
む
子
ど
も

た
ち
は
、
驚
く
ほ

ど
素
直
で
明
る

い
。

こ

の
魅
力
を
生
か
し

て
い
き
た

い
で

す
。

▲ パ ソ コ ン を 使 用

し た 総 合的 な学 習

▽ 地域の方から昔遊びを教わる

扇 中 学 校
扇3- 18- 14

【成
人
式
に
そ
な
え
て
…
】

・
自
分
も
ひ
と
も
人
切
に
す
る

・
す
す
ん
で
学
刊
す
る

・
社
会
の
一
員
と
し
て
行
動
す
る

を
教
育
目
標
に
掲
げ
る
本
校
は
、来
年
、

成
人
式
(
開
校
2
0
周
年
)
を
迎
え
ま
す
。

第
五
中
学
校
・
江
北
中
学
校
の
末
っ

子
と
し
て
誕
生
し
て
以
来
、扇
三
丁
目

と
興
野
二
丁
目
を
中
心
と
す
る
、4
町

会
・
3
自
治
会
の
方
々
に
よ
っ
て
人
切

に
育
て
ら
れ
て
き
た
学
校
で
す
。母
体

小
学
校
も
興
本
小
の
一
校
で
、そ
の
興

本
小
も
求
年
が
4
0
周
年
で
す
か
ら
、周

年
行
事
を
小
・
中
合
同
で
火
施
す
る
こ

と
に
し
ま
し
た

。

心
徒
、教
職
員
、保
護
者
は
も
ち
ろ

ん
、
「地
域
ぐ
る
み
」の
交
流
・
活
動

を
よ
り
進

め
て
い
き
ま
す

。

□
富
永
紀
子
校
長
か
ら

明
る
く
素
直
な
生
徒
ば
か
り
で
す
。

教
育
目
標
の
「自
分
も
ひ
と
も
大
切
に
」

を
合
言
葉
に
、一
人
ひ
と
り
を
人
事
に

す
る
学
校
づ
く
り
に
努
め
て
い
ま

す

。

人
数
は
少
な
く
て
も

、
若
々
し
い
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
す

。

体
験
学
習
　
清
水

焼
絵
付
け
(
修
掌
旅

行
に
て
)

▲ 塩原自然教室にて ▲ 合唱コンクール

い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
2
6

足
立
堀
之
内
公
園

熊
の
木
ポ
ン
プ
場
の
隣
に
あ
り
、周
囲

に
は
、人
き
な
工
場
や
倉
川
か
忿
ち

並
ん
で
い
ま
す
。昔
は
水
害
に
悩
ま
さ

れ
た
所
で
、こ
の
ポ
ン
プ
場
の
建
設
に

よ
っ
て
下
水
道

の
整
備
や
治
水
対
策
が

な
さ
れ
ま
し
た

。
そ
の
際
に
公
園
も

改

良
さ
れ

、
今
で
は
小
さ
い
な
が
ら
も
ま

ち
の
オ
ア
シ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

古
代
の
(
ス
の
実
を
、今
の
世
に
見

事
に
復
活
さ
せ
た
「大
賀
ハ
ス
」が
咲

く
公
園
で
も
あ
り
ま
す
。化
期
は
、6

月
下
旬
か
ら
8
月
巾
旬
と
長
く
、ピ
ン

ク
色
の
美
し
い
(
ス
の
花
を
楽
し
む
こ

と
が
で
き
ま
す

。
ち
な
み
に
(
ス
と
ス

イ
レ
ン
の
違
い
は

、(

ス
は

、
茎
が
仲

び
て
花
や
葉
を
付
け
、花
の
芯
が
蜂
の

巣
状
に
な
っ
で
い
る
の
が
特
徴
で
す
。

ス
イ
レ
ン
は
、水
面
に
浮
か
ぶ
葉
か
ら

じ
か
に
化
を
咲
か
せ
ま
す
。

《
広
報
課
》

堀
之
内
2
-
1
　
都
パ
ス
(
亀
有
駅
北

口
～
王
子
駅
)
鹿
浜
三
丁
日
交
差
点
下
車
　

徒
歩
7
分

み
ご
と
に
ピ
ン
ク
の
花
を
咲
か
せ
た

古
代
(
ス
(
大
賀
ハ
ス
)

ハ
ス
で
埋
め
つ
く
さ
れ
た
池

◎ 警報! ! 　足立区内“ ひったくり"激増 ※ 特に女性の方、自転車の前のかごにひったくり防止ネットをつけてください <地域支援課、千住・西新井・綾瀬・竹の塚警察署>
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く
ら
し
の
情
報

国
保
・
年
金

加
入
・
脱
退
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

□
就
職
し
た
ら

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
会
社
な
ど
に
就
職
し
て
職
場
の
健
康
保
険
に

加
入
し
た
方
お
よ
び
そ
の
扶
養
家
族
の
方
は
、
国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
　
申
込
=
社
会
保
険
証
、
国
民
健
康
保
険
証
を
持
参

□
退
職
し
た
ら

会社などを退職して
、職場の健

康保険を脱退した方およびその扶

養家族の方は
、国民健康保険に加

入する手続きをしてください
(生

活保護受給中の方
、在留期間が
1

年未満の外国籍の方は除く
)。

申
込
=
退
職
証
明
書
(
離
職
票
)
等
、
国
民
健
康
保
険
証
(
す
で
に
家
族
の
方

が加入しているとき
)、年金証書
(

厚生年金
、共済年金を受給また

は受給資格のある
7
0
歳未満の方
)

を持参
―
―
い
ず
れ
も
―
―

く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
申
先
=
各
区
民
事
務
所
ま
た
は
国
民
健

康
保
険
課
　
問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

国民健康保険料の減免

事
情
に
よ
り
保
険
料
を
減
免
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
　
対
象
=
災
害
に
あ

ったり
、自営業の方が倒産・破産

したなどで収入が極端に減少し
、

一
時的に生活困難となった方で
、

資産・能力の活用を図ったにもか

かわらず保険料の支払いができな

く
な
っ
た
場
合
　
※
通
常
の
失
業
・
退
職
に
よ
る
収
入
減
な
ど
は
該
当
し
ま
せ

ん
　
内
容
=
減
免
は
申
請
月
以
降
分
か
ら
、
6
ヵ
月
を
限
度
　
申
込
=
事
前
に

電
話
な
ど
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
　
申
・
問
先
=
国
民
健
康
保
険
課
資
格
賦
課
係

障害基礎年金の

「現況届
」はお済みですか
?

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
て
い
る
方
に

は
、
「
受
給
者
現
況
届
」
の
(
ガ
キ
を

す
で
に
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
ま
だ
提
出
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
国
民
年

金
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
「
現
況
届
」
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
1
0

月
支
払
い
の
年
金
受
け
取
り
が
一
時
で

き
な
ぐ
な
り
ま
す
。
な
お
、
本
人
の
所
得
制
限
が
8
月
か
ら
改
正
さ
れ
ま
し
た
(
表

1
)
。
　
問
先
=
国
民
年
金
課
給
付
係

表1　受給者本人の所得制限額

※上記金額を超える場合は、全額停止になります

▽
6・
7面で問い合わせ先の電話番号がないもの

は
区
役
所
代
表
へ
　
　
　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

▽定員に先着順とあるものは
8月
1
1
日から受け付け

凡例
申
込
…
申
し
込
み
方
法
　
期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
…
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

国民年金推進員が

夜間・休日も訪問します

《
毎
日
が
年
金
相
談
日
》

一
人
で
も
多
く
の
皆
さ
ん
に
年
金
制
度
に
つ
い
て
ご
理
解
い
た
だ
く
た
め
、

国
民
年
金
加
入
者
の
お
宅
に
直
接
お
伺
い
し
、
国
民
年
金
保
険
料
の
収
納
や
加

入喪失届の受け付け・
相談などを

行
い
ま
す
。
昼
間
留
守
の
方
に
は
夜
間
(
午
後
8
時
ま
で
)
や
土
曜
、
日
曜
、

祝
日
に
も
訪
問
し
て
い
ま
す
の
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
推
進
員
は
身
分

証
明
書
を
携
帯
し
て
い
ま
す
。
　
問
先
=
国
民
年
金
課
推
進
係

老齢福祉年金や

障害基礎年金を受けている方へ

老齢福祉年金や
、
2
0
歳前の障害

などによる障害基礎年金等の受給

者が
、ほかの年金
(厚生年金や恩

給など
)を受けるようになると
、

今まで受けていた年金の支払額の

調整などがあります
。新たにほか

の
年
金
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
方
は
必
ず
届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
届
け
出
が
遅
れ
て
、
調
整
を
せ
ず
に
2
つ
の
年
金
を
受
け
て
い
た
場
合

は
後
日
返
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
　
問
先
=
国
民
年
金
課
給
付
係

教
育

就学相談

教育研究所では
、
1
3
年
4月小学

校に入学予定で
、心身に障害があ

ると思われるお子さんについての

就学相談を行っています
。教育の

場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い
か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が
相
談
に
応

じ
ま
す
。
　
日
時
=
毎
週
月
曜
日
～
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前
9
時
～

午
後
5
時
　
申
込
=
電
話
　
場
・
申
・
問
先
=
教
育
研
究
所
教
育
相
談
係

(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

梅島小学校新校舎が

完成し
ました

1
0年から改築を進めて
きた区立

梅島小学校の新校舎が完成しまし

た
。新校舎は梅の花の色を基調と

した明るい配色です
。新校舎見学

会も開催しますので
、ぜひご覧く

ださい
。

□
施
設
概
要

所
在
地
=
梅
田
7
-
3
5
-
1
(
元
の
学
校
地
)
　
構
造
=
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
、
1
部
5
階
建
て
　
総
床
面
積
=

7
千
9
5
0
㎡
　
主
な
施
設
=
普
通
教
室
1
9
室
、
特
別
教
室
1
0
室
、
職
員
室
等
管
理

諸
室
、
給
食
場
、
ラ
ン
チ
ル
ー
ム
、体
育
館
、屋
上
プ
ー
ル
、
ク
ラ
ブ
(
ウ
ス

使
用
開
始
=
9
月
1
日

□
新
校
舎
見
学
会

日
時
=
8
月
3
1
日
團
、
午
前
9
時
～
正
午
　
申
込
=
当
日
直
接
学
校
へ
　
問

先
=
教
育
委
員
会
施
設
管
理
課 区立小学校の通学区域が

一
部変わります

1
3
年
4
月
1
日
か
ら
、
入
谷
小
学
校
と
入
谷
甫
小
学
校
が
統
合
し
て
「
足
立

入桴小学校
」となります
。統合新

校の通学区城
(表
2
)は、
1
3
年度

より実施します
。皆さんのご理解

・
ご協力をお願いします
。

所
在
地
=
入
谷
3
1
8
-
1
　
問
先
=
学
務
課
就
学
係

表2　変更する通学区域

生
活
環

境住居表示再整備に伴い

住居表示板を取り替えます

9月
2日から
、高野土地区画整

理事業に伴う住居表示の再整備が

実施され
、対象区域内の一
部の建

物の住居表示が変更になります
。

そ
の
た
め
、
8
月
中
旬
か
ら
8
月
下
旬
に
か
け
て
、
各
街
区
に
取
り
付
け
て

あ
る
「
街
区
表
示
板
」
と
、
各
建
物
に

取
り
付
け
て
あ
る
「
町
名
表
示
板
」
「
住
居
番
号
表
示
板
」
を
取
り
替
え
る

作
業
を
行
い
ま
す
。
作
業
は
、
区
の
腕
章
を
付
け
た
委
託
業
者
が
行
い
ま
す
の

で
、ご協力をお願いします
。

対
象
=
江
北
一
丁
目
、
扇
二
丁
目
の
各
一
部
　
問
先
=
戸
糖
住
民
課
住
居
表
示

荒川
(東京ブロック
)沿川整備

基本構想ができました

荒
川
(
東
京
ブ
ロ
ッ
ク
)
沿
川
整
備
基
本
構
想
は
、
ま
ち
づ
く
り
と
高
規
格

堤防を一体的に推進するための構

想です
。この構想は
、建設省と東

京都
、沿川の各区が協議し
、共同

で策定されたものです
。今後は
、

沿川整備基本構想をもとに
、沿川

地
域
の
皆
さ
ん
と
共
に
安
全
で
安
心
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

閲
覧
・
配
付
・
問
先
=
建
設
省
　
荒
川
下
流
工
事
事
務
所
ス
ー
パ
ー
堤
防
ま
ち

づくり推進室沿川再
開発課

(
3
9
0
2
)
3
2
2
1

または区・
都市計画・課事業推進係

新田地区住宅市街地整備総合支援

事業の整備計画の変更について

新
田
地
区
住
宅
市
街
地
整
備
総
合
支
援
事
業
に
か
か
わ
る
整
備
計
画
の
一
部

変更にっいて
、建設大臣の承認
が

ありましたので
、新しい整備計画

を
縦
覧
し
ま
す
。
　
日
時
=
8
月
1
5
日
㈹
、
午
前
9
時
～
午
後
5
時
　
場
・
問

先
=
都
市
整
備
課

掲示板

□
東
京
都
高
校
生
留
学
事
業
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

期
間
=
1
3
年
3
月
か
ら
約
1
年
間
　
出
身
国
・
都
市
=
ニ
ュ
ー
・
サ
ウ
ス
・
ウ

ェ
ー
ル
ズ
州
、
ジ
ャ
カ
ル
タ
酊
、
サ
ン
パ
ウ
ロ
州
、
タ
イ
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
香

港
の
高
校
生
　
対
象
=
原
則
都
民
で
2
入
以
上
の
家
族
。
個
室
の
有
無
や
語
学

力
な
ど
は
不
問
。
必
要
な
生
活
費
(
主
に
食
費
)
の
負
担
有
り
　
期
限
=
1
0
月

3
1
日
　
申
・
問
先
=
朏
東
京
国
際
交
流
財
団
　
　

(
5
2
2
1
)
9
0
2
7

□
小
学
生
お
さ
ら
い
教
室
　
児
童
募
集

9月からの新入生を募集しま

す
。経験豊かな元小学校教諭が
、

マ
ン
ツ
ーマ
ン方
式で
指
導し
ま
す
。

日
時
=
毎
週
水
曜
・
金
曜
日
、
午
後
2

時
3
0
分
～
5
時
3
0
分
の
う
ち
1
時
間
　
場
所
=
▽
関
原
教
室
…
橘
幼
稚
園
(
関

原
3
-
4
7
-
1
1
)
　
▽
西
保
木
問
教
室
・
・
・
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
(
西
保
木

間
1
-
8
-
2
)
　
対
象
=
小
学
1
年
～

4
年
生
　
内
容
=
国
語
・
算
数
　
定

員
=
各
学
年
5
～
1
0
入
(
関
原
教
室
3
年
生
を
除
く
)
　
費
用
=
月
額
4
千
円

～
5
千
沺
円
　
申
・
問
先
=
足
立
区
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

(
3
8
5
9
)
2
5
6
1

□
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
習
(
2
級

課程・
夜間コ
ース
)受
講生
募集

日
程
=
9
月
5
日
～
1
1
月
1
7
日
、
午
後

6
時
　
申
・
問
先
=
医
療
法
人
社
団
福

寿会
　
　
　
(
5
6
8
1
)
5
0
0
7

フリ
ー
マ
ーケッ
ト

プ
ロ
の
出
店
は
で
き
ま
せ
ん
。
　
問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

▼
8
月
2
7
日
㈲
　
入
谷
中
郷
北
公
園
午
前
9
時
～
午
後
3
時
　
※
雨
天
時
9

月
3日
/
6
0
区画
/出店料千円
/往

復
(ガキに住所
、氏名
、電話番号
、

区画数を明記
(
8月2
5
日必着
)
/

〒
1
2
3

・
0
8
6
4
鹿浜
7
1
1
-
4
ア

イラン
ド
　寺嶋(

5
6
9
1
)
0
0
8
3

▼
8
月
1
5
日
圃
　
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広
場
　
午
前
8
時
～
午
後
4
時
　
※
雨
天

中止
/
6
0
区画
/出店料千円
/電話
/

諸方0
9
0
(
1
9
9
9
)
0
9
6
4

常磐新線の名称および

沿線地域愛称のネーミング募集

常
磐
新
線
は
、
秋
葉
原
・
つ
く
ぱ
を

4
5
分
で
結
ぶ
新
し
い
都
市
高
速
鉄
道
で
す
。

1
7
年
度
の
開
業
に
向
け
て
鉄
道
工
事
や
沿
線
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り
が
着

手
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
鉄
道
の
名
称
お
よ
び
沿
線
地
域
の
愛
称
等
を
募
集
し

ま
す
。
　
内
容
=
①
常
磐
新
線
の
名
称
(
鉄
道
ネ
ー
ミ
ン
グ
)
　
②
沿
線
地
域

全
体
の
愛
称
(
地
域
ネ
ー
ミ
ン
グ
)
　
③
新
線
お
よ
び
沿
線
地
域
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
の
た
め
の
提
案
　
記
念
品
=
▽

グ
ッ
ド
提
案
賞
(
1
5
入
)
…
1
0
万
円
相
当
の
旅
行
券
　
▽
参
加
賞
(
抽
選
で
1
0
0
人

)
…
千
円
相
当
の
図
書
カ
ー
ド
　
※
当
選
の
発
表
は
発
送
を
も
っ
て
か
え
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
　
申
込
=
(
ガ
キ
に
①
②
③
を
記
入
し
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
職
業
ま
た
は
学
校
、
電
話
番
号
を
明
記
し
郵
送
ま
た
は
イ
ン
タ
ー

ネットホームページで受け付け

期
限
=
9
月
3
0
日
必
着
　
申
先
=
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
㈱
内
常
磐
新
線
鉄
道
・

地
域
ネー
ミ
ン
グ
募
集
事
務
局
　
〒
1
1
1
・
8
6
7
7
台
東
区
元
浅
草
2
1
6

-
6
東
京
日
産
台
東
ビ
ル

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
=

h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
m
i
r
.
c
o
.
j
p

問
先
=
首
都
圏
新
都
市
鉄
道
㈱

(
5
8
2
7
)
3
3
3
5

または区・
都市交通課常磐新線推

進

○ 交通事故 激増中! 交 通ルール・マ ナーを守 って事故防 止 <交通安全係、千住・西新井・綾瀬・竹の塚警察署>
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公園有料施設の料金改定

1
0
月
1
日
か
ら
公
園
の
有
料
施
設
の
使
用
料
が
変
わ
り
ま
す
。
各
施
設
の
使

用
料
は
表
3
の
と
お
り
で
す
。
今
後
と
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
1
0
月

1
日
か
ら
新
た
に
、
個
入
利
用
で
7
0
歳
以
上
の
方
、
身
体
障
害
者
手
帳
・
愛
の

手
帳
・
精
神
障
害
保
健
福
祉
手
帳
の
所
有
者
と
そ
の
介
護
者
1
人
分
の
施
設
利

用料金が無料となります
。

な
お
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
使
坩
料
に
つ
い
て
は
、
公
社
ニ
ュ
ー
ス
と
き
め
き
に

掲
縱
し
ま
す
。
　
問
先
=
公
園
緑
地
課

表3　施設使用料改定表
公聴会の開催と公述人の募集

東京都では
、下記事業の環境影

響評価書案の内容について
、環境

保全の見地から
、都民の皆さんか

らの意見を聴くため
、次のとおり

公聴会を開催します
。ただし
、公

述の申出者がない場合は
、公聴会

は開催しません
。

□
公
聴
会

事
業
名
=
(
仮
称
)
丸
の
内
1
-
1
(
重
洲
口
複
合
ビ
ル
建
設
計
画
　
種
類
=

高
層
建
築
物
の
新
築
　
日
時
=
9
月
2
0
日
㈲
、
午
後
1
時
　
場
所
=
千
代
田
区

九
段
さ
く
ら
館
(
九
段
上
区
民
集
会
室
)
千
代
田
区
九
段
兩
2
1
9
-
6
　
※
傍

聴
さ
れ
る
方
は
、
当
日
午
後
O
時
3
0
分
か
ら
傍
聴
券
を
配
布
(
先
着
1
0
0
入
)

□
公
述
人
募
集

期
間
=
8
月
1
8
日
～
9
月
1
日
　
定
員
=

2
5
入
(
多
数
の
場
合
は
抽
選
)
　
※

1
人
あ
た
り
の
公
述
時
問
は
1
5
分
以
内
申
込
=
公
述
申
出
書
に
対
象
事
業
の
名

称
(略称可
)、住所
、氏名
(フリ

ガナ
)、電話番号
(団体などの場

合は
、その名称・
事務所所在地・

代表者の氏名・公述入の役職名・

氏
名
・
住
所
・
電
話
番
号
)
、
公
述
し
よ
う
と
す
る
意
見
の
要
旨
(
釖
字
以
内
)

を明記し
、持参または郵送
(当日

消印有効
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
都
・
環
境
影
響
評
価
審
査
課
「
公
聴
会
担
当
」
　
〒
1
6
3
・
8
0
0

1
新
宿
区
西
新
宿
2
-
8
-
1

(
5
3
8
8
)
3
5
6
6

ま
た
は
区
・
環
境
課

花だより
葛

葛の花は秋のヒ草の一つ。大きな三つの藥がつるにっいて、たくましく所かまわず木や草にからみ、赤紫の濃淡があざやかな花を穗状にっけます。
根は成長すると直径18cm

、長さは2mにもなり、
良賈のデンプンがとれるので葛粉として使われます。また生薬の葛根(かっこん)として解熱薬に用いられます。
背は、茎をつむいで葛布が織られました。絵と文:小林明美(江北六丁目)

わずかな掛金で大きな安心

交通災害共済に加入しましょう

交
通
災
害
共
済
は
、
東
京
2
3
区
が
共
同
で
運
営
し
、
3
0
年
以
上
続
く
制
度
で

す
。
自
転
車
や
オ
ー
ト
バ
イ
、
電
車
な
ど
の
交
通
機
関
に
よ
る
入
身
事
故
を
対

象
に
見
舞
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。
対
象
=
2
3
区
内
に
住
所
の
あ
る
方
　
※

年
齢
や
職
菜
に
よ
る
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
　
掛
金
(
年
額
)
=
5
0
0
円
、
千
円
、

2千円の
3種類
(一括払い
)
　申

込
=
加
入
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
掛
金
を
添
え
て
2
3
区
内
の
金
融
機

関
・
郵
便
局
へ
提
出
(
1
0
入
以
上
の
団
体
は
直
接
交
通
共
済
窓
口
へ
。
報
奨
金

の
制
度
が
あ
り
ま
す
)
　
見
舞
金
=
掛
金

2
千
円
の
場
合
、
死
亡
時
に
朗
万
円
、
交
通
遺
児
に
は
1
入
に
つ
き
5
0
万
円
支

給
　
問
先
=
交
通
災
害
共
済
ま
た
は
交
通
安
全
係

はじめてみましょう
　集団回収

集
団
回
収
と
は
、
家
庭
か
ら
出
る
大
切
な
資
源
(
新
聞
・
雑
誌
・
空
き
缶
な

ど
)
を
、
町
会
・
自
治
会
・
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
組
合
な
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
日
時

や場所を決めて回収し
、資源回収

業者に引き渡すリサイクル活動の

こ
と
で
す
。
区
で
は
、
こ
の
優
れ
た
活
動
を
す
す
め
る
た
め
、
報
奨
金
の
支
給

な
ど
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
く
わ
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
先
=
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課

催
し
物
ガ
イ
ド

施設見学会

日
程
等
=
表
4
　
対
象
=
区
民
　
定
員
=
各
日
2
3
入
(
抽
選
)
　
※
団
体
は

1
5
人
以
上
、
個
入
は
3
入
ま
で
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
希
望

日
(
第
2
希
望
ま
で
可
)
、
参
加
者
全
員
(
団
体
は
代
表
者
の
み
)
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、
「
施
般
見
学
会
」
と
明
記
　
期
限
=
8
月
3
1
日
必

着
　
申
・
問
先
=
広
報
係
　
〒
1
2
0
・
8

5
1
0中央本町
1
1
1
7
1
1表4　施設見学会日程

※ いずれも時間は午前9時40分～午後3時30分

都
民
ゴ
ル
フ
場
の
区
民
開
放
参
加
者
募
集

今
年
も
都
民
ゴ
ル
フ
場
を
低
料
金
で
開
放
し
ま
す
(
1
ラ
ウ
ン
ド
セ
ル
フ
カ

ー
ト
プ
レ
ー
)
。
日
程
=
1
0
月
1
4
日
山
　
場
所
=
都
民
ゴ
ル
フ
場
(
新
田
一

丁
目
荒
川
河
川
敷
右
岸
)
1
8
ホ
ー
ル
、

パ
ー
6
3
　
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
の
方
　
定
員
=
圓
入
(
抽
選
)
　
費
用
=

7
千
朋
円
　
※
当
日
現
地
で
支
払
い
。
昼
食
代
、
ロ
ッ
カ
ー
費
は
含
ま
ず
　
申

込
=
往
復
(
ガ
キ
に
代
表
者
お
よ
び
参
加
者
全
員
(
1
枚
4
入
ま
で
)
の
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
電
話
番
号
を
明
記
　
※
往
復
(
ガ
キ
以
外
の
申
し
込

み
、
重
複
申
し
込
み
は
、
す
べ
て
無
効
期
限
=
8
月
3
1
日
必
着
　
抽
選
会
=
9

月
7
日
Ⅲ
、
午
前
1
0
時
か
ら
区
役
所
1
2
階
会
議
室
(
見
学
可
)
　
　
※
抽
選
結
果

は
9
月
下
旬
発
送
予
足
　
申
・
問
先
=
公
園
管
理
係
　
〒
1
2
0
・
8
5
1
0
中
央

本
町
1
-
1
7
-
1

「ふれあい合宿
」

ボランティア募集

教
育
委
員
会
で
は
、
「
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
・
生
徒
の
地
域
活
動
促
進

事
業
」
に
取
り
組
み
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
地
城
で
健
常
児
と
の
交
流

な
ど
を
と
お
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
合
宿
」
で
お
子
さ
ん
た
ち
の
サ
ポ
ー
ト
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
　
日
程
=
9
月

1
0
日
出
・
1
1
日
㈲
　
※
宿
泊
な
し
の
参
加
も
可
。
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
　
場
所
=
日
光
林
間
学
園

(
栃
木
県
日
光
市
)
　
内
容
=
ゲ
ー
ム
大
会
、
野
外
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど

※
全
日
参
加
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
は

7
千
円
(
食
事
代
、
交
通
費
の
一
部
)
の
負
担
あ
り
。
ま
た
、
事
前
打
ち
合
わ

せ
会
を
9
月
2
日
出
、
午
後
2
時
か
ら
区
役
所
で
行
い
ま
す
　
申
込
=
電
話
　

申
・
問
先
=
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
担
当

清掃事業移管記念

「
あ
だ
ち
再
生
館
ま
つ
り

～
残
そ
う
!
　

き
れ
い
な
地
球

を
～
」

□
パ
ー
ト
1

日
時
=
8
月
2
7
日
㈲
、
午
前
1
0
時
～
午
後
4
時
　
場
所
=
あ
だ
ち
再
生
館
　
内

容
=
展
示
/
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
作
品
入
気
投
票
/
工
作
教
室

(
牛
乳
パ
ッ
ク
の
う
ち
わ
・
フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
の
小
物
入
れ
)
/
傘
の
修
理
/

クイズラリー
など

□
パ
ー
ト
2

日
時
=
9
月
1
1
日
圓
、
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時
　
場
所
=
庁
舎
ホ
ー
ル
　
内
容
=

講
演
会
「
自
然
と
生
き
る
わ
た
し
の
エ
コ
ラ
イ
フ
」
/
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
　
講
師
=
浜
美
枝
氏
(
女
優
・
農
政
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)
　
定

員
=
棚
入
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、

「
講
演
会
希
望
」
と
明
記
　
期
限
=
8
月

1
8日消印有効

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
あ
だ
ち
再
生
館
　
〒
1
2
0
・

0
0
1
1
中央本町
2
-
9
-
1

(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

あだちブラスバンド

フェスティバル
2
0
0
0

出演団体募集

日
程
=
1
1
月
1
2
日
㈲
　
場
所
=
ギ
ャ
ラ
ク
シ
テ
ィ
・
西
新
井
文
化
ホ
ー
ル
　
対
象
=

区
内
高
等
学
校
、
一
般
吹
奏
楽
団
体
※
曲
目
自
由
、
合
同
バ
ン
ド
で
の
参
加

大
歓
迎
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=
電
話
　
期
限
=
9
月
8
日

申
・
問
先
=
実
行
委
員
会
事
務
局
(
文
化
振
興
係
内
)

千住児童館の催し

□
中
学
生
タ
イ
ム
プ
レ
ゼ
ン
ツ
　
S
U
M
M
E
R
　
L
I
V
E
　
2
0
0
0

中
学
・
高
校
生
が
企
画
し
た
、
バ
ン
ド
や
ダ
ン
ス
が
中
心
の
ラ
イ
ブ
に
来
ま

せ
ん
か
。
　
日
時
=
8
月
2
6
日
出
、
午
後
1
時
3
0
分
～
4
時

□
子
ど
も
映
画
会

日
時
=
8
月
1
9
日
出
、
午
後
2
時
3
0
分
～

3
時
4
0
分
　
内
容
=
の
っ
ぺ
ら
ぼ
う
/
ポ
パ
イ
/
火
の
海
・
大
阪

―
―
い
ず
れ
も
―
―

費
用
=
無
料
　
申
込
=
当
日
直
接
会
場
へ
　
場
・
申
・
問
先
=
千
住
児
童
館

(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

お
休み
し
ま
す

庁舎ホール
　駐車場
　展望レストラン等

8
月
1
2
日
出
、
1
3
日
㈲
は
、
消
防
設
備
点
検
の
た
め
、
区
役
所
全
館
を
閉
館

し
ま
す
。
当
日
は
、
庁
舎
ホ
ー
ル
・
区

民
ロ
ビ
ー
・
駐
車
場
・
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。
　
問
先
=
庁

舎管理課

郷土博物館の

夏休み宿題相談

歴
史
や
地
理
、
昔
の
暮
ら
し
な
ど
に
関
す
る
夏
休
み
の
宿
題
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。
期
間
=
8
月
2
5
日
～
2
7
日
、

午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分
　
対
象
=
小
学
生
以
上
　
申
込
=
電
話
　
※
上
記

の
日
程
以
外
で
も
相
談
は
受
け
付
け
て

い
ま
す
　
場
・
申
・
問
先
=
郷
土
博
物

館
　
　
　
　
(
3
6
2
0
)
9
3
9
3

女性総合セン
ターの催し

□
第
1
7
期
　
あ
だ
ち
女
性
大
学

「

見
つ
め
直
し
て
み
ま
せ
ん
か
　
女
性
の
生
き
方
」

日
程
等
=
表
5
　
場
所
=
エ
ル
・
ソ
フ

イ
ア
　
対
象
=
区
内
在
住
・
在
動
・
在
学
の
女
性
　
定
員
=
4
0
入
(
抽
選
)
　
費

用
=
無
料
　
申
込
=
往
復
(
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
電

話
番
号
、
参
加
の
動
機
、
「
あ
だ
ち
女
性
大
学
」
と
明
記
　
※
保
育
(
2
歳
以

上
学
齢
前
)
を
希
望
す
る
方
は
、
お
子
さ
ん
の
名
前
、
性
別
、
生
年
月
日
も
明

記
(
定
員
1
5
入
。
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
)
。
保
育
の
説
明
会
を
8
月
3
0
日

團
、
午
後
2
時
か
ら
エ
ル
・
ソ
フ
ィ
ア
で
行
い
ま
す
　
期
限
=
8
月
2
5
日
必
着

□
地
域
セ
ミ
ナ
ー
「
私
の
生
き
方
・
私
が
決
め
る
　
～
女
の
性
の
自
己
決
定
権

を考える～
」講演と討論

日
時
=
9
月
2
日
出
・
9
日
出
、
午
後

1
時
3
0
分
～
5
時
　
場
所
=
竹
の
塚
セ
ン
タ
ー
　
対
象
=
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
男
女
　
講
師
=
宮
淑
子
氏
(
フ
リ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
)
　
定
員
=
4
0
入

(
先
着
順
)
　
費
用
=
無
料
　
申
込
=
電
話
　
※
保
育
あ
り
。
く
わ
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
　
期
限
=
8
月
2
2
日

―
―
い
ず
れ
も
―
―

申
・
問
先
=
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
　
〒
1
2
3
・

0
8
5
1
梅田
7
1
3
3
1
1

(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

表5　第17期　あだち女性大学

※ いずれも木曜日、午後2時～4時( 10/25、11/29は水曜日)
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実
施
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

公
文
書
公
開
制
度

個
人
情
報
保
護
制
度

「
公
文
書
公
開
制
度
」
の
実
施
か
ら
1
5年
目

、「
個
人
情
報
保

護
制
度
」
は
7
年
目
を
迎
え
ま
し
た

。

ま
た
、こ
の
度
、区
議
会
第
2
回
定
例
会
に
お
い
て
、情
報

公
開
条
例
が
可
決
さ
れ

、
1
3年
1
月
1
日
か
ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

こ
の
条
例
で
は

、
区
政
の
諸
活
動
に
つ
い
て
区
民
の
方
に
説
明

す
る
責
務
が
あ
る
こ
と
を
明
記
す
る
と
と
も
に
、
今
ま
で
以
上

に
情
報
公
表

、
情
報
提
供
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も

、
区
は
区
政
の
透
明
性
を
高
め
る
と
と
も
に

、

一
層
開
か
れ
た
区
政
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

【
公
文
書
公
開
制
度
】

区
が
持
っ
て
い
る
情
報
を
、
区
民
の

皆
さ
ん
か
ら
の
請
求
に
よ
っ
て
公
開
す

る
制
度
が
「
公
文
書
公
開
制
度
」で
す
。

こ
の
制
度
は
、
区
民
の
皆
さ
ん
の
区

政
へ
の
参
加
を
一
層
促
進
し
、
よ
り
開

か
れ
た
区
政
を
め
ざ
す
も
の
で
す
。

□
公
文
書
公
開
の
請
求
が
で
き
る
方
は

表
2
の
と
お
り
で
す
。

□
講
求
で
き
る
公
文
書
と
は

区
(
職
員
)
が
仕
事
を
す
る
う
え
で

作
成
し
た
り
、
取
得
し
た
文
書
・
図

画
・
写
真
な
ど
で
、
実
施
機
関
(
担
当

課
)
で
管
理
、
保
有
し
て
い
る
も
の
で

す
。

□
公
開
で
き
な
い
公
文
書
も

区
が
持
っ
て
い
る
情
報
は
公
開
す
る

こ
と
が
原
則
で
す
が
、プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
か
か
わ
る
も
の
や
、区
政
の
公
正
、

適
正
な
執
行
を
妨
げ
る
も
の
な
ど
公
開

さ
れ
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

表1　11年度公文書公開制度に係る請求件数および処理状況

※ 多かった請求内容　1. 食品営業許可台帳　2. 契約決定書兼決定通知書控　3. 学校給食民間委託関係
※ 10年度は、食糧費と区長交際費に関する請求が大半を占めたが11年度は減少している( 9年度は92件)

表2　 公文書公開請求者の内訳

【
個
人
情
報
保
護
制
度
】

区
は
皆
さ
ん
の
生
活
に
身
近
な
仕
事

を
し
て
お
り
、
多
く
の
個
人
情
報
を
保

有
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
が
侵
害
さ
れ
な
い
よ
う
に
、
こ
れ

ら
の
情
報
を
保
護
し
、
ま
た
自
分
自
身

に
関
す
る
情
報
の
開
示
等
を
求
め
る
権

利
の
保
障
を
定
め
た
も
の
が
、「
個
人

情
報
保
護
制
度
」
で
す
。

□
個
人
情
報
は
守
り
ま
す

▽
個
人
情
報
を
収
集
す
る
と
き
…
収
集

の
目
的
を
明
ら
か
に
し
て
、
必
要
最
小

限
の
範
囲
内
で
、
直
接
本
入
か
ら
集
め

る
こ
と
を
原
則
と
し
ま
す
。

▽
個
入
情
報
を
管
理
す
る
と
き
…
個
人

情
報
は
正
確
で

最
新
の
も
の
と

し
、
漏
え
い
や

改
ざ
ん
、
紛
失

な
ど
の
事
故
を

防
止
す
る
た
め

に
必
要
な
措
置

を
し
ま
す
。
ま

た
、
個
人
情
報

を
扱
う
仕
事
を
外
部
に
委
託
す
る
場
合

に
は
、
第
三
者
機
関
で
あ
る
「
公
文
書

公
開
・
個
入
情
報
保
護
審
議
会
」
の
意

見
を
聴
い
て
、
個
入
情
報
を
保
護
す
る

た
め
に
必
要
な
措
置
を
し
ま
す

。

▽
個
入
情
報
を
利
用

、
提
供
す
る
と
き

…
本
入
の
同
意
が
あ
る
と
き

、
法
令
に

定
め
が
あ
る
と
き
な
ど
を
除
き
、
区
の

内
部
に
お
い
て
も
収
集
の
目
的
の
範
囲

を
超
え
て
個
入
情
報
を
利
用
し
た
り
、

区
の
外
部
に
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。

▽
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
を
す
る
と
き
…

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
記
憶
す
る
事
項
を
制

限
し

、
ま
た
区
以
外
の
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ

と
の
結
合
を
原
則
禁
止
し
ま
す
。

□
皆
さ
ん
の
権
利
は

区
が
保
有
し
て
い
る
個
入
情
報
の
う

ち
、
自
分
の
情
報
に
つ
い
て
、
次
の
よ

う
な
請
求
が
で
き
ま
す
。

▽
開
示
請
求
…
自
己
情
報
の
閲
覧
ま
た

は
写
し
の
交
付
を
請
求
で
き
ま
す

。

▽
訂
正
請
求
…
自
己
情
報
に
対
す
る
誤

り
の
訂
正
を
請
求
で
き
ま
す
。

▽
削
除
請
求
…
条
例
に
反
し
て
集
め
ら

れ
た
自
己
情
報
の
削
除
を
請
求
で
き
ま

す
。

▽
中
止
請
求
…
条
例
に
反
し
た
個
入
情

報
の
目
的
外
利
用
や
外
部
提
供
に
つ
い

て

、
そ
の
中
止
を
請
求
で
き
ま
す
。

□
開
示
さ
れ
な
い
自
己
情
報
も

自
己
情
報
は
原
則
と
し
て
本
入
に
開

示
し
ま
す
が
、
次
の
よ
う
な
場
合
、
開

示
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す

。

▽
法
令
等
に
よ
り
、
開
示
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
さ
れ
て
い
る
と
き

▽
個
入
の
評
価
・
診
断
・
選
考
瘴
に
関

す
る
も
の

▽
公
正
で
適
正
な
行
政
執
行
を
妨
げ
る

お
そ
れ
が
あ
る
と
き

▽
第
三
者
の
正
当
な
利
益
が
侵
害
さ
れ

る
こ
と
と
な
る
と
き

表3　11年度個人情報俣護制度に係る請求件数および処理状況

※ 多かった請求内容　1. 印鑑登録証明書交付申請書　2. 住民票交付申請書
※ 訂正、削除、目的外使用および閲覧、視聴の請求はありませんでした

表4　 個人情報保護請求者の内訳

お
問
い
合
わ
せ
は

区
政
情
報
室

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
㈹

あだちまつり

|0, 14出日15 B日
壤・ 荒川河川敷「虹の広場」

□
ス
テー
ジ
出
演
者
募
集

歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
で
A
-
フ
ェ
ス
タ

を
盛
り
上
げ
て
く
れ
る
区
内
の
ア
マ
チ

ュ
ア
グ
ル
ー
プ
・
個
入
を
募
集
し
ま

す
。
日
ご
ろ
の
活
動
成
果
を
ス
テ
ー
ジ

上
で
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。　
日
程
=

1
0
月
1
4
日
出
・
1
5
日
剛
　
出
演
時
間
=

1
5
分
以
内
　
定
員
=
2
0
団
体
(
抽
選
)
　

費
用
=
無
料

□
リ
バ
ー
サ
イ
ド
バ
ザ
ー
出
店
募
集

ま
つ
り
に
は
欠
か
せ
な
い
バ
ザ
ー

(
模
擬
店
)
に
出
店
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

範
囲
は
テ
ン
ト
の
半
分
を
1
区
画
(
幅

2
.
7
m
×
奧
行
3
.
6
m
)
と
し
ま
す
。日

程
=
1
0
月
1
4
日
出
・
1
5
日
収
　
対
象
=

区
内
の
地
域
活
動
を
目
的
と
す
る
非
営

利
団
体
　
定
員
=
2
8
団
体
(
抽
選
)

費
用
=
2
万
1
千
円
(
1
区
画
)

□
あ
だ
っ
ち
ボ
ー
ル
参
加
チ
ー
ム
募
集

「あ
だ
っ
ち
ボ
ー
ル
」
は
、
ド
ッ
ジ

ボー
ル
に
似
た
だ
れ
に
で
も
で
き
る
A

-
フ
ェ
ス
タ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。優
勝
賞
金
や
特
別
賞
な
ど
の
特

典
も
あ
り
ま
す
。ル
ー
ル
な
ど
を
説
明

し
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
日
程
=
1
0
月
1
5
日
㈲
　
対
象
=
▽
一

般
の
部
…
区
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
方
(
女
性
ま
た
は
5
0
歳
以
上
の
方

3
入
以
上
を
含
む
)
　
▽
小
学
生
の
部
…

区
内
在
学
の
小
学
生
　
※
ど
ち
ら
の

部
も
1
チ
ー
ム
1
0
入
　
定
員
=
▽
一
般

の
部
…
3
2
チ
ー
ム
　
▽
小
学
生
の
部
・
:

1
6
チ
ー
ム
　
※
ど
ち
ら
も
先
着
順
　
費

用
=
2
千
円
(
1
チ
ー
ム
)

―
―
い
ず
れ
も
―
―

場
所
=
荒
川
河
川
敷
・
虹
の
広
場
　
申

込
=
電
話
ま
た
は
直
接
窓
口
　
期
限
1

8
月
1
8
日
　
申
・
問
先
=
区
民
ま
つ
り

委
員
会
事
務
局
(
地
域
支
援
課
)

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1
1
㈹

スケッチあだち
このコーナーではまちの 情報・話題を
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きれいな音色が涼を誘う
西新井大師　第二回風鈴祭り

チ
リ
ン
チ
リ
ン
。輝
け
る
太
陽
の
下
、

涼
し
げ
な
音
色
が
境
内
に
響
き
渡
り
ま

し
た
。こ
れ
は
7
月
2
0
日
か
ら
2
3
日
に

西
新
井
大
師
で
行
わ
れ
た
風
鈴
祭
り
。

こ
の
祭
り
は
大
師
の
活
性
化
と
地
元
商

店
街
(
西
新
井
大
師
商
栄
会
)
の
振
興

の
た
め
に
昨
年
か
ら
始
ま
っ
た
も
の

で
、
今
年
で
2
回
目
。
鉄
製
の
岩
手
県

の
南
部
風
鈴
や
ガ
ラ
ス
製
の
江
戸
風
鈴

な
ど
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
各
地

の
有
名
な
風
鈴
の
ほ
か
、西
新
井
大
師

特
製
の
風
鈴
な
ど
約
刈
種
類
が
集
ま
り

ま
し
た
。多
く
の
参
拝
客
が
風
鈴
の
前

で
足
を
止
め
、お
気
に
入
り
の
風
鈴
を

買
い
求
め
た
り
、色
と
り
ど
り
の
柄
や

形
、音
色
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。新

た
な
夏
の
風
物
詩
と
な
っ
た
よ
う
で
す
。

▲ 夏はやっぱり風鈴です

▲ 「私はこれがお気に入り! 」

足立の
小さな旅を満喫
7月1日～9日、学びピア21にて「足

立60景原画展」が開かれ、多くの方が訪

れました。これらの水彩画は、平成4年

に選定した区内の心に残る風景60カ所を

区出身の画家・永沢まこと氏が描いたも

ので、あだち広報エクスプレスの表紙も

飾りました。

「絵が優しい」「心が安らぐ」との声も
ありました

7月20日
ア ウ ト ド ア ・ イ ベ ン ト

インアラカワ2000
7
月
は
河
川
愛
護
週
間
と
い
う
こ
と

で
、荒
川
の
自
然
や
歴
史
な
ど
に
関
心

を
高
め
て
も
ら
う
と
共
に
、荒
川
流
域

の
人
々
の
交
流
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

毎
年
開
催
さ
れ
て
い

ま
す
。流
域

自
治
体
が

順
番
に
主

催
し
、
今

年
は
足
立

区
が
主
催

で
、
虹
の

広
場
と
学
び

ピ
ア
2
1が
会
場
に
な

り
ま
し
た
。
千
住
の
七
福
神
を
め
ぐ
る

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、
ザ
リ
ガ
ニ
つ
り
教
室

や
地
元
商
店
街
に
よ
る
模
擬
店
な
ど
、

盛
り
沢
山
の
隹
し
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
流
域
2
市
7
区
の
小
学
生
に

よ
る
代
表
9
チ
ー
ム
で
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル

大
会
も
行
わ
れ
ま
し
た
。炎
天
下
に
力

強
い
熱
戦
を
繰
り
広
げ
、
み
ご
と
足
立

区
代
表
チ
ー
ム
が
準
優
勝
し
ま
し
た
。

▲ メ イン 会場 の虹 の広 場

白
熱
し
た
準
決
勝
。足
立
区
代
表

チ
ー
ム
V
S
北
区
チ
ー
ム
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